
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名
種
別

受験者数 合格者数

専門士 ① ２１人 ２１人

人 歯科衛生士 ② ２１人 １９人
人 歯科医療事務管理士 ③ ２２人 ２２人

秘書技能検定２級 ③ ２２人 １３人
介護職員初任者研修 ③ ２２人 ２２人

％
■卒業者に占める就職者の割合

％

令和5

3 名 4.1 ％

■中退防止・中退者支援のための取組
・学生面談での指導、保護者との連携を図る。学業面で不安のある学生に対しては補講等により各教科の理解を深める。
・様々な現場で勤務している歯科衛生士による講演会を行い、歯科衛生士の職域の広がりと業務内容を知ることで動機付けを行う。また、1
年次より臨床実習を行うことでモ　チベーションアップにつなげる。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
・部活生等減免制度：校納金(年額)を10万減免
・スカラシップ３０：学納金から年間３０万を減免
・スカラシップ１５：学納金から１５万を減免
・医療資格特待生制度：学納金から年間１０万を減免　3年間の継続も可能
・家族入学減免制度：平松学園医療・福祉系専門学校の在校生や卒業生の兄弟姉妹の入学に際し入学納付金を１０万円減免
・県外入学減免制度：学納金から年間１０万を減免
■専門実践教育訓練給付：　　　　　給付対象
　　　　　  令和４年度の給付実績者数　２名

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無

令和4年4月1日時点において、在学者74名（令和4年4月1日入学者を含む）
令和5年3月31日時点において、在学者71名（令和5年3月31日卒業者を含む）

■中途退学の主な理由

就職等の
状況※２

■就職率　　　　　　　　　： 100

令和5年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
１１月上旬求人票を公開し、就職見学を数施設行いその後就
職面接実施

■卒業者数 21
■就職希望者数 21

■主な就職先、業界等（令和４年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
歯科診療所、病院 （令和2年度卒業者に関する令和３年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③の
いずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得す
るもの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄

： 100
■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　0人

年度卒業者に関する

■就職者数
：

21 人

長期休み
■夏　 季：　７月２１日～８月３１日
■冬　 季：１２月２１日～１月　７日
■学年末：　３月２１日～４月　７日

卒業・進級
条件

各学年における規定履修科目の試験に合格すれば単位が
取得できる
３学年全ての科目の単位を取得することで卒業できる。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応
長期欠席者等への対応
本人・保護者への連絡と訪問

■サークル活動： 無

学期制度
■前期： ４月１日～９月３０日
■後期： １０月１日～３月３１日 成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
・試験およびレポート、出席状況など

１２０人 ７９人 ０人 ７人 ２６人 ３３人

ー ー
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

3 昼間
2510時間 965時間 525時間 1020時間

認定年月日 平成28年2月29日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

医療 医療専門課程 歯科衛生士科
平成７年文部省

告示第７号
ー

学科の目的
「歯科衛生士」の資格取得を目指すとともに、歯科衛生に関わるものとして、歯科疾患の予防及び改善、健康増進に貢献することを学び、かつチーム医療
の大切さや患者さんを第一と考える人間性を高めることにより、医療人としての自覚を持った人材を育成することを目的とする。

097－535-0201
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人平松学園 昭和29年3月16日 理事長　平松大典
〒870-8658
大分市千代町２丁目４－４

（電話）

大分歯科専門学校 昭和52年4月6日 福田仁一
〒870-8658
大分市千代町３丁目３番８号

（電話） 097－535-0201

（別紙様式４）

令和　5年7月28日※１
（前回公表年月日：令和4年7月２9日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意し、
それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留年」
「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進
学状況等について記載します。

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ

　URL: http://www.hiramatsu.ac.jp/shika



種別

①

③

（年間の開催数及び開催時期）

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

臨床実習において、歯科衛生士の業務内容やその基礎知識を理解する。また、医療従事者としての心構えやチーム医療
の大切さを学び、一人の人間としての成長を目指す。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（９月、１月）

令和３年度よりカリキュラム変更を行い、１年次より短期間であるが前期・後期臨地実習を開始した。
今年度は、１・２年は新カリキュラムで、３年は旧カリキュラムでの臨地実習について意見交換を行った。
①１年生の実習については、実習終了後学生にアンケートを取り目標達成ができたか確認をした。概ね達成しているが、
接遇面に関しては必要性は感じているが、実践はできなかった様子が見られた。医院側からも同様のご意見をいただい
たので次期への課題とした。
②２年生の実習については、前期目標が具体的でなく、終了後の評価がしづらかった為、後期は具体的目標を設定し取
り組んだ。　　③３年の臨地実習については、医院側の意見の収集が行いづらかった為、担当歯科衛生士の方を対象に
アンケートを実施した。　　　　学生指導について、到達目標の設定を具体的にすると評価しやすい点など意見が出た為次
期に活かす。

（開催日時（実績））
第１回　令和４年９月２７日　１９：００～２０：００
第２回　令和５年１月２６日　１９：００～２０：００

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基
本方針

「歯科衛生士」として臨床現場で活躍されている方に教育課程編成委員となっていただき、最新の歯科医療技術や知識を
取り入れることにより、学内の講義や実習に活かす。また、学生が３年間で7施設で臨床実習を行う上で、有意義な助言を
いただき、学生が安心して臨床実習や就職活動に臨めるようにすることを基本方針とする。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

学生が安心して臨床実習や就職活動に臨めるようにするため、年2回の教育課程編成委員会で提案された意見を取り
入れ、職員会議で検討の上、講義や実習に活かしていき、その結果を学校長に報告する。
 
（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

三浦慶子   毛利歯科医院  歯科衛生士
令和5年４月１日～令和7年３
月３１日（２年）

令和５年６月３０日現在

名　前 所　　　属 任期

木村 ひとみ
   大分赤十字病院歯科口腔外科 歯科衛生士

   大分県歯科衛生士会 理事

令和5年４月１日～令和7年３
月３１日（２年）

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

衛藤 里美
野嶋富美子

  大分歯科専門学校　学科長
  大分歯科専門学校　教務主任

福田 仁一   大分歯科専門学校　校長



研修名：「何故お口ポカンが増えるのか」～お口の中は不思議でいっぱい～
期間：令和4年5月22日(日)　　　対象：歯科衛生士
内容：「食べるのが遅い」「かまない」「テレビを見ているとき口が開いている」「口に食べものをため込む」子供から高齢者
の日常生活の様子でこんな様子はありませんか。そんな声にお応えします。

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「全国歯科衛生士教育協議会　九州地区会」（連携企業等：全国歯科衛生士教育協議会）
期間：コロナ感染症対策の為書面会議　　　　対象：九州管内歯科衛生士養成校
内容：各校からの質疑に対する応答

（３）研修等の計画

①専攻分野における実務に関する研修等

②指導力の修得・向上のための研修等

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記
定期的に臨床実習先を訪問し医療現場で行われている最新の診療内容を把握。　また関連学会に参加して歯科医療情
報や歯科衛生士業務を修得する。また、歯科衛生士関連団体の開催する研修会に参加し、知識・技術を高めて授業に反
映させ、学生の指導力の向上を目指すことを基本方針とする。

（２）研修などの実績
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名：拠点病院との病診連携とがん治療後の口腔管理
期間：令和４年７月２３日(土)　　　対象：歯科医師、歯科衛生士
内容：がん治療を受ける患者さんが、県内の拠点病院とどのように連携し管理されているか、地域の歯科医師にどのよう
な口腔管理が求められているか

研修名：口腔内写真撮影とその臨床における活用について
期間：令和５年８月２２日　　　　　　　　対象：歯科衛生士
内容：口腔内写真の重要性から、その撮影データの臨床現場における活用方法について

研修名：衛生士さんにも知ってほしい補綴の話　　　　期間：令和５年７月２２日（土）　　　対象：歯科衛生士
内容：補綴の基本や材料から臨床における最新の補綴治療

研修名：歯科衛生士専任教員講習会Ⅰ
期間：令和５年７月３１日～８月４日
内容：歯科衛生士概論　　歯科衛生士のキャリアについて　　歯科衛生士教育法１，２

歯科総合演習
3年間学んだ歯科衛生士に必要な知識・技能を復習すると
ともに、国家資格の取得を目指す。また、卒業後臨床の現
場に立つ者としての基盤を確実にする。

大分赤十字病院、大分大学医学
部付属病院、毛利歯科医院等一
般歯科診療所

臨地実習

習得した知識や技術を歯科臨床や地域保健の現場等に
適用し、実際に診療に携わる中で理論と実践を身につけ
る。歯科衛生士業務および医の倫理についても理解を深
める。

大分赤十字病院、大分大学医学
部付属病院、毛利歯科医院等一
般歯科診療所

臨床実習が始まる前に実習指導者と十分な打ち合わせを行い、学生の学習成果の評価指標について定める。実習中に
訪問して学生の実習状況などの情報交換を行い、より実践的な歯科医療技術や知識を学び、臨床現場に求められる歯
科衛生士として活躍できるための資質の向上を目指す。実習記録の内容や実習態度により評価をしていただき、その評
価内容の状況を把握しながら、問題点があれば早急に対応を図る。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等



種別

企業等委
員

卒業生

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

公表方法：ホームページ　　　公開時期：７月頃

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

URL: http://www.hiramatsu.ac.jp/shika

（別途、以下の資料を提出）

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

歯科衛生に関する医療情報や医療技術を提供することにより、歯科衛生士を目指す学生への教育の質を向上させること
で、臨床実習に対して真摯に取り組むことができるようにする。また、就職活動においても積極的に就職先にアプローチで
きる能力を身につけさせることを目的とする。

木村 ひとみ
   大分赤十字病院歯科口腔外科 歯科衛生士

   大分県歯科衛生士会 理事
令和５年４月１日～令和７年３
月３１日（２年）

三浦慶子   毛利歯科医院  歯科衛生士
令和５年４月１日～令和７年３
月３１日（２年）

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

学校関係者評価結果に基づいて、シラバスを見直し授業内容や実習内容の方法の見直しを行う。
具体的には、新カリキュラム移行に伴い、新たなカリキュラムの導入及び各科目の時間数の見直しを行い放課後に時間
のゆとりを持ち、成績不良者・実技不得手者に対する補講時間の確保、自主的資格取得への支援等行える環境づくりを
行った。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　令和5年6月30日現在

名　前 所　　　属 任期

（１１）国際交流

（６）教育環境
（７）学生の受入れ募集
（８）財務

（３）教育活動
（４）学修成果
（５）学生支援

（９）法令等の遵守（９）法令等の遵守

「歯科衛生士」として臨床現場で活躍している卒業生を学校関係者評価委員に選任し、学校の教育活動などの評価を通
じて、学校運営や教育方針の改善等に活かすことを目的とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（１０）社会貢献・地域貢献

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標
（２）学校運営

（１）教育理念・目標
（２）学校運営
（３）教育活動
（４）学修成果
（５）学生支援
（６）教育環境
（７）学生の受入れ募集
（８）財務

研修名：「全国歯科衛生士協議会　　九州地区会」（連携企業：全国歯科衛生士協議会）
期間：令和５年９月９日（土）
対象：九州管内歯科衛生士養成校
内容：各校からの質疑に対する応答

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表しているこ
と。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針



（５）様々な教育活動・教育環境 様々な教育活動・教育環境
（６）学生の生活支援 学生の生活支援
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金および修学支援

（２）各学科等の教育 歯科衛生士科の概要と教育内容
（３）教職員 教職員
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育および実践的職業教育

（３）情報提供方法

学校基本情報　URL: http://www.hiramatsu.ac.jp/shika/disclosure

（８）学校の財務 学校の財務
（９）学校評価 学校の自己評価・関係者評価
（１０）国際連携の状況

URL:ホームページ　URL:http://www.hiramatsu.ac.jp/shika

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。

学校が設定する項目
（１）学校の概要、目標及び計画 学校の概要・教育目標

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目
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習

実
験
・
実
習
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任

〇 心理学

教養としての心理学の基礎を学ぶ。さら
に、将来臨床の場で遭遇すると思われる
様々な状況について考察・研修するための
思考法の基礎を習得する

1
後

30 2 〇 〇 〇

〇 生物学
生命の科学について学び、医学を学んでい
くために必要な人体の構造と機能に関する
基本的な知識を習得する。

1
前

15 1 〇 〇 〇

〇 英語
日常で使用される英語、また歯科医院で使
用される基礎的な英語を学ぶことを目標と
する

1
前

15 1 〇 〇 〇

〇
情報

リテラシー

パソコンの基礎・基本的な操作方法、パソ
コンを用いた情報の処理管理の方法を理解
する。

1
前

15 1 〇 〇 〇

〇 医療倫理
倫理問題に配慮して医療、歯科医療、研究
を行うために生命と医療に関わる倫理の重
要性を学ぶ

1
後

30 2 〇 〇 〇

〇
プレゼン

テーション
技法

学生がプレゼンテーションとは何かを理解
し、限られた時間で伝えたいことを伝えた
い相手に、最適な手段を用いて伝えること
ができ、聴き手を納得させる能力を獲得す
ることを目的とする。

1
後

15 1 ○ ○ ○

〇
キャリア
デザイン

歯科衛生士としてのキャリア形成に向け、
歯科衛生士の活躍の場と役割について理解
を深め、自分の将来を描く。社会で求めら
れるコミュニケーション能力や課題解決能
力などのヒューマンスキルを身についてる

1
前

30 2 ○ ○ ○

〇
解剖学（組織

発生学）

人体の構造と機能を理解させる。また、組
織発生の概要を教え、歯の発生・組織など
について理解する。

1
前

30 2 〇 〇 〇

〇 生理学
人体の生命活動にかかわる各器官を理解
し、働きと機能、その調和の必要性を理解
する。

1
前

30 2 〇 〇 〇

〇 口腔解剖学１
顔面、口腔およびその周囲組織の成り立ち
を理解するために、口腔とその周囲組織の
構造と機能に関する基本的知識を学ぶ

1
前

30 2 〇 〇 〇

〇
口腔解剖学２
（歯牙解剖）

顔面、口腔およびその周囲組織の成り立ち
を理解するために、口腔とその周囲組織の
構造と機能に関する基本的知識を学ぶ

1
後

15 1 〇 〇 〇

授業科目等の概要

（医療専門課程歯科衛生士学科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



〇 口腔生理学
健全な口腔の健康を保つための諸機能につ
いてそのメカニズムを理解する。

1
後

15 1 〇 〇 〇

〇 口腔生化学

歯を中心とする口腔組織の構成成分、歯の
石灰化、唾液の化学組成、歯垢を中心とす
る歯の堆積物、う蝕と歯周疾患の免疫学に
ついて理解する。

1
前

15 1 〇 〇 〇

〇 病理学

病理学総論と各論の経緯的関係を把握しな
がら、疾病の病因、機序、経過、結果など
について修得する。および歯および口腔の
病理についても理解する。

1
前

15 1 〇 〇 〇

〇 口腔病理学

病気の原因や成り立ち及び診断・治療なら
びに予防に関する知識を、病理概説と口腔
病理に分けて解説する。また、歯科衛生士
として必要な口腔領域の疾病の理解につい
ては、特に強調する。

1
後

15 1 〇 〇 〇

〇
微生物学・

口腔微生物学

口腔の常在微生物とそれらが原因となる疾
患を理解するために、微生物の基本的性
状、病原性と感染によって生じる病態と生
体の防御機構としての免疫に関する基本的
知識を学ぶ

1
後

30 2 〇 〇 〇

〇
薬理学

歯科薬理学

薬物の性質、薬理作用、作用機序及び副作
用を理解するために、疾病の回復を促進す
る薬に関する基本知識を学ぶ

1
後

30 2 〇 〇 〇

〇 口腔衛生学１

歯・口腔の健康に関わる社会の仕組みを理
解し、歯科疾患の予防能力を高める態度を
養うために、歯・口腔の健康と予防に関す
る基本知識を学ぶ

1
後

30 2 〇 〇 〇

〇 口腔衛生学２

歯・口腔の健康に関わる社会の仕組みを理
解し、歯科疾患の予防能力を高める態度を
養うために、歯・口腔の健康と予防に関す
る基本知識を学ぶ

2
前

30 2 〇 〇 〇

〇 衛生統計学
情報と統計の関係を教えるとともに、歯
科衛生士の業務上必要な統計処理方法を
演習を含めて実施する。

2
後

15 1 ○ 〇 〇

〇
衛生学

公衆衛生学

健康を左右する環境衛生の重要性を理解
し、個人と集団に対する健康障害の予防能
力を高める態度を養うために、歯・口腔の
健康と予防に関わる人間と社会の仕組みに
関する基本的知識を学ぶ

2
後

30 2 〇 〇 〇

〇
社会福祉概論

衛生行政

日本の保健・医療・福祉制度と医事法制を
理解し、歯科衛生士のあり方を考える態度
を養うために、歯科衛生士に必要な法律・
制度に関する基本的知識を習得する

2
後

15 1 〇 〇 〇

〇 歯科衛生士概論
歯科衛生士の社会における意義、業務内容
と理論を理解し、職業倫理を高める態度を
養う。

1
前

30 2 〇 〇 〇



〇 歯科臨床概論
歯科医学や臨床への入門として、要約した
歯科臨床のシステムや診療の流れを理解
し、歯科衛生士の役割を理解する。

1
前

15 1 〇 〇 〇

〇 保存修復学
歯の硬組織の疾患の種類とその修復方法に
ついて理解する。

2
前

20 1 〇 〇 〇

〇 歯内療法学
歯の病変（歯髄および根尖部歯周組織の疾
患）を理解し、病変の抑制、治療法につい
て理解する。

2
前

20 1 〇 〇 〇

〇 歯周療法学
歯周治療学の概要を学び、歯周疾患の症
状・診査・治療法ならびに予防法、維持管
理について理解する。

2
前

30 2 〇 〇 〇

〇 歯科補綴学
歯科補綴の概要を学び、補綴治療全体の流
れと技工操作との関連を理解し診療補助が
できるようにする。

2
前

30 2 〇 〇 〇

〇
口腔外科学
歯科麻酔学

歯科衛生士業務を行うために必要な顎・口
腔領域に生じる各種疾患の特徴と症　状、
診断法および治療法を学ぶ
歯科衛生業務を行うために必要な全身管
理、局所麻酔、精神鎮静法および全身麻酔
の種類・特徴を学ぶ。

2
後

30 2 ○ ○ ○

〇 小児歯科学

小児の発育や特性を学ぶとともに、小児に
起こりうる歯および口腔領域の問題や疾患
を理解し、診療補助の能力を身につける。
心身障害児への対応も含む。

2
後

20 1 ○ ○ ○

〇 歯科矯正学
歯科矯正学の概要、不正咬合や咀嚼以上の
原因・治療法・予防法を理解し、診療補助
の能力を身につける。

2
後

20 1 ○ ○ ○

〇
高齢者・障
害者歯科学

高齢者・障害者の身体的精神的特性を理解
し、口腔保健の管理方法や医療保健サービ
スについて学ぶ。

2
後

30 2 ○ ○ ○

〇 先端医療
歯科衛生業務を行うために必要なインプラ
ント、歯周組織再生法、レーザー、マイク
ロスコープ、歯科心身症などを学ぶ

2
後

15 1 ○ ○ ○

〇 歯周病予防処置１

歯科予防処置についての専門知識・技術及
び態度を習得するために、その概要を学
ぶ。歯周病を予防し、人々の歯・口腔の健
康を維持・増進させるために専門的な知
識、技術及び態度を習得する

1
前

30 2 ○ ○ ○

〇 歯周病予防処置２

歯周病を予防し、人々の歯・口腔の健康を
維持・増進させるために専門的な知識、技
術及び態度を習得する

1
後

45 2 ○ ○ ○

〇 歯周病予防処置３

歯周病を予防し、人々の歯・口腔の健康を
維持・増進させるために専門的な知識、技
術及び態度を習得する

2
前

15 1 ○ ○ ○



〇 う蝕予防処置
う蝕を予防し、人々の歯・口腔の健康を維
持・増進させるために、専門的な知識、技
術、及び態度を習得する。

2
前

15 1 ○ ○ ○

〇 歯科予防処置実習

口腔疾患を予防し、人々の歯・口腔の健康
を維持・増進させるために、専門的な知
識、技術および態度を習得する。

2
後

60 2 ○ ○ ○

〇 歯科保健指導１

健康と疾病の概念を理解し、人々の歯・口
腔の健康を維持・増進するために、プロ
フェッショナルケア・セルフケア・コミュ
ニティケアの基本となる知識、技術及び態
度を学ぶ

1
前

30 2 ○ ○ ○

〇 歯科保健指導２

健康と疾病の概念を理解し、人々の歯・口
腔の健康を維持・増進するために、プロ
フェッショナルケア・セルフケア・コミュ
ニティケアの基本となる知識、技術及び態
度を学ぶ

2
前

45 2 ○ ○ ○

〇 歯科保健指導３

健康と疾病の概念を理解し、人々の歯・口
腔の健康を維持・増進するために、プロ
フェッショナルケア・セルフケア・コミュ
ニティケアの基本となる知識、技術及び態
度を学ぶ

2
後

30 1 ○ ○ ○

〇 地域歯科保健指導

健康と疾病の概念を理解し、人々の歯・口
腔の健康を維持・増進するために、プロ
フェッショナルケア・セルフケア・コミュ
ニティケアの基本となる知識、技術及び態
度を学ぶ

1
後

30 2 ○ ○ ○

〇
栄養・食生活指

導

人間が生命を維持するために重要な栄養・
食生活を理解するために、栄養と食生活に
関する基本的知識を学びます。

2
後

15 1 ○ ○ ○

〇
歯科衛生過

程

対象とする人の歯科衛生ニーズにあった支
援をするために、論理的に思考し、問題発
見及び解決するための過程を理解する。

3
前

15 1 ○ ○ ○

〇
歯科診療補
助（基礎）

さまざまなライフステージにおける歯科医
療に対応するために、専門的な歯科医療の
補助に関する基礎知識、技術及び態度を修
得する

1
前

45 2 ○ ○ ○

〇
歯科診療補助
（歯科材料）

さまざまなライフステージにおける歯科医
療に対応するために、専門的な歯科医療の
補助に関する基礎知識、技術及び態度を修
得する

1
後

60 3 ○ ○ ○

〇
歯科診療補助
（共同動作）

さまざまなライフステージにおける歯科医
療に対応するために、専門的な歯科医療の
補助に関する基礎知識、技術及び態度を修
得する

2
前

45 2 ○ ○ ○

〇 歯科診療補助実習

さまざまなライフステージにおける歯科医
療に対応するために、専門的な歯科医療の
補助に関する基礎知識、技術及び態度を修
得する

2
後

30 1 ○ ○ ○

〇 歯科放射線学
歯科疾患の診断および歯科衛生業務の実施
に必要な画像検査の意義と種類・方法など
を学ぶ

2
前

15 1 ○ ○ ○

〇 臨床検査法
歯科疾患の診断および歯科衛生士業務の実
施に必要な基本的検査および全身の一般検
査の意義と関連を学ぶ

2
前

15 1 ○ ○ ○



〇 臨床実習１

履修した講義・実習によって修得した基礎
的な知識や技術を論理的に整理し、それぞ
れの現場において歯科衛生士の業務の実践
に関わりながら、歯科予防処置、歯科診療
補助、歯科保健指導の理解を体系的に深め
る。また、歯科医療の現場においてメディ
カルスタッフの一員としての資質を高め、
チーム医療の体制を理解し、患者・スタッ
フとのコミュニケーション能力を高める

1
前

45 1 ○ ○ ○ ○ 〇

〇 臨地実習１

履修した講義・実習によって修得した基礎
的な知識や技術を論理的に整理し、それぞ
れの現場において歯科衛生士の業務の実践
に関わりながら、歯科予防処置、歯科診療
補助、歯科保健指導の理解を体系的に深め
る。また、歯科医療の現場においてメディ
カルスタッフの一員としての資質を高め、
チーム医療の体制を理解し、患者・スタッ
フとのコミュニケーション能力を高める

1
後

45 1 ○ ○ ○ ○ 〇

〇 臨床実習２

履修した講義・実習によって修得した基礎
的な知識や技術を論理的に整理し、それぞ
れの現場において歯科衛生士の業務の実践
に関わりながら、歯科予防処置、歯科診療
補助、歯科保健指導の理解を体系的に深め
る。また、歯科医療の現場においてメディ
カルスタッフの一員としての資質を高め、
チーム医療の体制を理解し、患者・スタッ
フとのコミュニケーション能力を高める

2
前

90 2 ○ ○ ○ ○ 〇

〇 臨地実習２

履修した講義・実習によって修得した基礎
的な知識や技術を論理的に整理し、それぞ
れの現場において歯科衛生士の業務の実践
に関わりながら、歯科予防処置、歯科診療
補助、歯科保健指導の理解を体系的に深め
る。また、歯科医療の現場においてメディ
カルスタッフの一員としての資質を高め、
チーム医療の体制を理解し、患者・スタッ
フとのコミュニケーション能力を高める

2
後

90 2 ○ ○ ○ ○ 〇

〇 臨床実習３

履修した講義・実習によって修得した基礎
的な知識や技術を論理的に整理し、それぞ
れの現場において歯科衛生士の業務の実践
に関わりながら、歯科予防処置、歯科診療
補助、歯科保健指導の理解を体系的に深め
る。また、歯科医療の現場においてメディ
カルスタッフの一員としての資質を高め、
チーム医療の体制を理解し、患者・スタッ
フとのコミュニケーション能力を高める

3
前

450 10 ○ ○ ○ ○ 〇

〇 臨地実習４

履修した講義・実習によって修得した基礎
的な知識や技術を論理的に整理し、それぞ
れの現場において歯科衛生士の業務の実践
に関わりながら、歯科予防処置、歯科診療
補助、歯科保健指導の理解を体系的に深め
る。また、歯科医療の現場においてメディ
カルスタッフの一員としての資質を高め、
チーム医療の体制を理解し、患者・スタッ
フとのコミュニケーション能力を高める

3
後

180 4 ○ ○ ○ ○ 〇



〇 健康教育活動１

健康教育活動の場で指導することにあた
り、3学年がチームを組み対象者に対して適
切な口腔衛生指導ができるようにするため
に必要な知識、技術を習得する

1
前

30 1 ○ ○ ○

〇 健康教育活動２

健康教育活動の場で指導することにあた
り、4学年がチームを組み対象者に対して適
切な口腔衛生指導ができるようにするため
に必要な知識、技術を習得する

2
前

30 1 ○ ○ ○

〇 健康教育活動３

健康教育活動の場で指導することにあた
り、5学年がチームを組み対象者に対して適
切な口腔衛生指導ができるようにするため
に必要な知識、技術を習得する

3
前

30 1 ○ ○ ○

〇
介護概論
介護技術

高齢者や障害者についての理解を深め、介
護の目的や介護方法ならびに家族との関わ
りや援助について学ぶ。チーム医療一員と
して、歯科衛生士の役割を学ぶ。

2
前

15 1 ○ ○ ○

〇 隣接医学

歯科臨床で遭遇頻度の高い全身疾患につい
て説明する。また、参考文献やスライドを
用いて高齢化社会における歯科医療の問題
をとおして医療のあり方について説明す
る。

2
前

15 1 ○ ○ ○

〇 医療事務
社会保険制度を理解し、カルテ、レセプト
が作成方法を学びます

2
後

30 1 ○ ○ ○

〇
摂食嚥下機能
の評価と訓練

「口から食べること」は、歯科医療の目標
である。摂食嚥下障害の患者の機能回復の
為の対応(リハビリテーション)に必要な専
門知識と技術を学び、多職種とのチームア
プローチを学ぶ

2
後

15 1 ○ ○ ○

〇 多職種連携
医療・福祉分野の多職種との相互理解や連
携を促し、協働する能力や患者を総合的に
見る能力を修得する

2
後

15 1 ○ ○ ○

〇 歯科総合演習１
歯科衛生士として必要な知識・技能を復習
し、求められる基本的な資質の修得および
国家資格取得に向け学んでいきます。

3
前

30 1 ○ ○ ○

〇 歯科総合演習２
歯科衛生士として必要な知識・技能を復習
し、求められる基本的な資質の修得および
国家資格取得に向け学んでいきます。

3
後

90 3 ○ ○ ○

〇 卒業研究

臨床実習の症例をより深く検討すること
で、治療の流れ、理由、基礎知識を養い臨
床実習を充実させ国家試験対策に役立て
る。　　　　　　　　　　　　　　また、
他者へのPPを用いたプレゼンを行うために
プレゼンテーション技法を理解・実施す
る。

3
後

15 1 ○ ○ ○

６７　科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業要件：履修すべき全単位を修得し、各科目の総合成績が合格点に達している
こと
履修方法：各授業科目の出席時間数が授業時間数の３分の2以上あり、学科試験に
おいて60点以上を取得すること。

１学年の学期区分 前期・後期

１学期の授業期間 21週

（留意事項）

合計 ２５１０単位時間(  １０９単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。


